
資料④ 

 

1． アンケートは、できる限りお子さんの保護者の方がご記入ください。保護者以外の方が

記入する際は、保護者と相談してご記入いただきますよう、ご協力をお願いします。 

2． この調査は無記名です。（調査票にお名前を書いていただく必要はありません。） 

3． 調査票への回答は、選択肢に○をつけてお選びいただく場合と、数字などをご記入いた

だく場合があります。また、「その他」の場合は（  ）内に具体的な内容をご記入く

ださい。 

4． 数字で時間（時刻）を記入する場合は、24時間表記（例：午後6時→18時）でご記入く

ださい。 

5． 設問によっては回答していただく方が限られる場合がありますので、「ことわり書き」

や「矢印」に従ってご回答ください。特に「ことわり書き」などがない場合は次の設問

にお進みください。 

6． 調査票はご記入後、そのまま返信用の封筒に入れ、無記名で市役所までご返送ください。

市役所こども課と、館山市元気な広場、市立の幼稚園・保育園・こども園には回収箱を

設置しますのであわせてご利用ください。 

ご記入にあたってのお願い 

子育て支援に関するアンケート調査ご協力のお願い 

未就学児保護者用  
 

日頃より市政にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

館山市では、2024年度までの市の子育て支援の方向性を定める

「子ども・子育て支援事業計画」を策定します。 

そこで、市民の皆様に、教育・保育サービスの利用意向や子育て支

援に関するご意見などをお聞かせいただきたく、アンケート調査を実

施することにいたしました。 

本調査は、小学生以下のお子さんがいらっしゃる保護者の方を対象に、未就学児保護

者用、または小学生保護者用のいずれかにお答えいただくように実施するものです。 

なお、調査結果は、統計的に処理し、調査の目的以外に使用することはありません。 

子育て支援に取り組むための重要な調査ですので、ご協力をお願い申し上げます。 

 

平成31年●月                           館山市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回収期限：●月●日（●）まで 

◎本調査への質問または不明な点がありましたら、下記までお問い合わせください。 

館山市教育委員会 教育部 こども課  電話：０４７０－２２－３４９６ 

未定稿 
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定期的な教育・保育事業（月単位で定期的に利用している事業のことです） 

事業名 内容 市内実施状況 

幼稚園  
小学校就学後の学習や生活の基盤をつくるため、

就学前の幼児教育を提供する教育施設です 
公立６園、私立１園 

幼稚園の預かり保育 
幼稚園において、通常の教育時間が終わった後に

子どもを預かる保育のことです 

預かり保育（有料で18：00まで実施） 

公立１園、私立１園 
※公立６園では、上記とは別に教育時間終了

後、１時間の預かり保育を無料で実施 

認可保育園（所） 
保護者が就労などによって就学前の子どもの保育

ができない場合に、保育する児童福祉施設です 
公立３園、私立４園 

認定こども園  

幼稚園と保育所の機能を併せ持つ施設で、保護

者の就労状況などに関係なく、就学前の子どもに

対する学校教育・保育を提供する施設です 

公立３園 

地域子ども・子育て支援事業 

事業名 内容 市内の実施状況 

地域子育て支援拠
点事業 

乳幼児及びその保護者が相互交流を行う場所を
開設し、子育てについての相談、情報の提供、助
言その他の援助を行います 

市内１か所（館山市元気な広場）で実施 

※出張子育てひろばを３か所で開催 

病児・病後児保育事
業 

病気中や病気の回復期にある子どもについて、集
団保育が難しく、かつ保護者が就労等によって保
育ができない場合に、病院に併設された専用スペ
ース等で看護師等が一時的に保育する事業です 

市内１か所（病児・病後児保育室「こがめ

ちゃん」）で実施 

短期入所生活援助
（ショートステイ）事業 

保護者の疾病等により、子どもの養育が困難とな
った場合に、短期間、児童養護施設で子どもを預
かる事業 

未実施 

夜間擁護（トワイライ
トステイ）等事業 

保護者の疾病等により、平日の夜間又は休日に
子どもの養育が困難となった緊急時に、児童養護
施設で子どもを預かる事業 

未実施 

一時預かり事業 
（一時保育） 

未就園の子どもについて、保護者の不定期の就
労や病気などの緊急時に一時的に預かるサービス
です 

私立保育園・私立幼稚園・民間事業所

で実施 

ファミリー・サポート・セ
ンター事業 

会員登録した育児の援助を受けたい人（おねがい
会員）と、育児の援助をできる人（まかせて会員）に
ついて、連絡調整を行う事業です 

市内１か所（館山市元気な広場）で実施 

放課後児童健全育
成事業（学童クラブ） 

小学生について、保護者の就労等により、放課後
や夏休み等長期休業期間において家庭での保育
が困難な場合に、子どもを預かる事業です 

市内８か所（公設７か所、保護者会運営

１か所） 

 

 

 

 

 

 

この調査における用語の定義は以下の通りです 

アンケート記入の参考にしてください。 
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問1  宛名のお子さんとご家族等の状況をお答え下さい。 

（1）宛名のお子さんの 

生年月日 平成（  ）年（  ）月生まれ 

（2）ご回答いただく方 

 （１つに○） 1． 母親   2．父親   3．その他（       ） 

（3）保護者（１つに○） 1．両親 2．父親だけ 3．母親だけ 4.その他（      ） 

（4）お子さんの子育て（教

育を含む）を主にご家

庭でしている方（１つ

に○） 

お子さんからみた関係でお答えください。 

1．父母ともに  2．主に母親   3．主に父親   

4．主に祖父母  5．その他(            ) 

（5）お住まいの小学校区 

（１つに○） 

1． 船形 

2． 那古 

3． 北条 

4． 館山 

5． 西岬 

6． 房南 

7． 神余 

8． 豊房 

9． 館野 

10． 九重 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宛名のお子さんとご家族の状況についておうかがいします。 
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問2  母親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 
 【父子家庭の場合は問3へ】（１つに○） 

 

問 2-1 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。また、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお答えください。時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。（産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る

前の状況についてお答えください。時間は「18 時」など 24 時間表記でご記入ください。） 

(1)就労日数・就労時間 (2)家を出る時刻・帰宅時刻 

１週当たり

（    日） 

１日当たり

（    時間） 

家を出る時刻 

（  時  分） 

帰宅時刻 

（  時  分） 
 

問 2-2 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○）  

 

問 2で「5.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「6.これまでに就労したこ

とがない」に○をつけた方におうかがいします。 

問 2-3 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該

当する( )内には数字をご記入ください。 

 

1． 就労している（フルタイム：産休・育休・介護休業中ではない） 

2． 就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中） 

3． 就労している（パート・アルバイト等：産休・育休・介護休業中ではない） 

4． 就労している（パート・アルバイト等だが産休・育休・介護休業中） 

5． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

6． これまでに就労したことがない 

問2で「1.」～「4.」（就労している）に○をつけた方におうかがいします。 

問2で「3.」または「4.」（就労している（パート・アルバイト等）に○をつけた方におうかがいします。 

1． フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある  

2． フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない  

3． パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

4． パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

1． 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

2． 将来的に、一番下の子どもが(   )歳になったころに就労したい  

3． すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい  

→希望する就労形態    ア．フルタイム  

イ．パートタイム、アルバイト等 

→１週当たり(   )日 １日当たり(   )時間  

保護者の方の就労状況についておうかがいします。 

◆フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労    

◆パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労を指します。 

※正規・非正規にかかわらず、就労時間で判断してください。自営業、家業、家族従事者、内職をされている

方も、就労時間に応じてフルタイムもしくはパート・アルバイト等の選択肢に○をつけてください。 

問2-3へ 

問2-1の後問2-2へ

へ 

問2-1の後問3へ 
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問3  父親の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をおうかがいします。 
 【母子家庭の場合は問4へ】（１つに○） 
 

 

問 3-1 １週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。また、「家を出る時刻」と「帰宅時刻」をお答えください。時間が一定でない場合は、

もっとも多いパターンについてお答えください。（育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状

況についてお答えください。時間は「18 時」など 24 時間表記でご記入ください。） 

(1)就労日数・就労時間 (2)家を出る時刻・帰宅時刻 

１週当たり

（    日） 

１日当たり

（    時間） 

家を出る時刻 

（  時  分） 

帰宅時刻 

（  時  分） 
 

問 3-2 フルタイムへの転換希望はありますか。（１つに○）  

 

問 3で「5.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「6.これまでに就労したこ

とがない」に○をつけた方におうかがいします。 

問 3-3 就労したいという希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該

当する( )内には数字をご記入ください。 

 
 

1． 就労している（フルタイム：育休・介護休業中ではない） 

2． 就労している（フルタイムだが育休・介護休業中） 

3． 就労している（パート・アルバイト等：育休・介護休業中ではない） 

4． 就労している（パート・アルバイト等だが育休・介護休業中） 

5． 以前は就労していたが、現在は就労していない 

6． これまでに就労したことがない 

問3で「1.」～「4.」（就労している）に○をつけた方におうかがいします。 

問3で「3.」または「4.」（就労している（パート・アルバイト等））に○をつけた方におうかがいします。 

1． フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある  

2． フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない  

3． パート・アルバイト等の就労を続けることを希望 

4． パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

1． 子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

2． 将来的に、一番下の子どもが(   )歳になったころに就労したい  

3． すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい  

→希望する就労形態    ア．フルタイム  

イ．パートタイム、アルバイト等 

→１週当たり(   )日 １日当たり(   )時間  

◆フルタイム：１週５日程度・１日８時間程度の就労    

◆パート・アルバイト等：「フルタイム」以外の就労を指します。 

※正規・非正規にかかわらず、就労時間で判断してください。自営業、家業、家族従事者、内職をされている

方も、就労時間に応じてフルタイムもしくはパート・アルバイト等の選択肢に○をつけてください。 

問3-3へ 

問3-1の後問3-2へ 

問3-1の後問4へ 
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問4  宛名のお子さんが生まれたとき、母親または父親が育児休業制度を利用なさいましたか。（１

つに○） 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

1． 働いていなかった ⇒問5へ 

2． 取得した（取得中である） 

⇒取得期間（     ）日 

3． 取得していない ⇒問5へ 

1． 働いていなかった ⇒問5へ 

2． 取得した（取得中である） 

⇒取得期間（     ）日  

3． 取得していない ⇒問5へ 
 

問4で、母親または父親が｢2.取得した（取得中である）」に○をつけた方におうかがいします。 
 

問4-1 育児休業取得後、職場に復帰しましたか。（１つに○） 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

1． 育児休業取得後、職場復帰した 

2． 現在も育児休業中である     ⇒問4-4へ 

3． 育児休業中に離職した      ⇒問5へ 

1． 育児休業取得後、職場復帰した 

2． 現在も育児休業中である     ⇒問4-4へ 

3． 育児休業中に離職した      ⇒問5へ  
 

 

問 4-2 育児休業からは、お子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、お勤め先に、

育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」としてはお子さんが

何歳何か月のときまで取りたかったですか。(  )内に数字でご記入ください。 

 母親 父親 

（1）実際の取得期間 （   ）歳（   ）か月 （   ）歳（   ）か月 

（2）希望の取得期間 （   ）歳（   ）か月 （   ）歳（   ）か月 
 

問 4-3 育児休業から職場に復帰したのは、年度初め（４月）の保育園・こども園などの入園に合

わせたタイミングでしたか。（１つに○） 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

1． 年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

2． 「1.」以外のタイミングだった          

1． 年度初めの入所に合わせたタイミングだった 

2． 「1.」以外のタイミングだった 

 

 

問 4-4 育児休業から職場の復帰時期は、年度初め（４月）の保育園・こども園などの入園に合わ

せたタイミングをお考えですか。（１つに○）  

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

1． 年度初めの入園にあわせて復帰する予定 

2． 「1.」以外のタイミングで復帰する予定          

1． 年度初めの入園にあわせて復帰する予定 

2． 「1.」以外のタイミングで復帰する予定 

 

問4-1で「1.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方におうかがいします。 

問4-1で「2.現在も育児休業中である」と回答した方におうかがいします。 

すべての方に、育児休業制度の利用状況についておうかがいします。 
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問5  宛名のお子さんは、平日、教育・保育のサービスを利用されていますか。 

1． 利用している ⇒問 5-1 へ     2． 利用していない ⇒問 5-2 へ 

 

 
問 5-1 宛名のお子さんが年間を通じて「定期的に」利用しているサービスを下記選択肢から選ん

で回答欄にご記入ください。また、利用している日数や時間もご記入ください。幼稚園終了

後に認可外保育施設に預けているなど場合は、両方の番号を記入してください。また、複数選択した場合

は、両方の合計時間を記入してください。（時間は「18 時」など 24 時間表記でご記入ください。） 

回答欄 
選択肢 １週当たり １日当たり 何時から何時まで 

 （     ）日 （     ）時間 （  ）時～（  ）時 

 

問 5-2  来年度、３歳児以降の幼稚園・保育園・こども園などの保育料に係わる費用が無償化（ま

たは上限有の補助）※となった場合、利用したいサービスはありますか。また、来年度は、

希望としてはどのくらい利用したいですか。利用したい日数や時間もご記入ください。ま

た、現在、未就園のお子さんで、来年度に利用したいサービスはありますか。（時間は「18

時」など 24 時間表記でご記入ください。） 

回答欄 
選択肢 １週当たり １日当たり 何時から何時まで 

 （     ）日 （     ）時間 （  ）時～（  ）時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問5で「１.利用している」と回答した方におうかがいします。 

【
選
択
肢
】 

1． 市内の幼稚園で、預かり保育（有料）の利用なし（那古・北条・館山・西岬・豊房・館野・館山白百合） 

2． 市内の幼稚園で、預かり保育（有料）を利用（北条・館山白百合） 

3． 市内の認可保育園（純真・中央・館野・聖アンデレ・子育・館山教会附属・館山ユネスコ） 

4． 市内の認定こども園（船形・房南・九重こども園） 

5． 南房総市など他市町村の幼稚園で、預かり保育の利用なし 

6． 南房総市など他市町村の幼稚園で、預かり保育を利用 

7． 南房総市など他市町村の認可保育園 

8． 南房総市など他市町村の認定こども園 

9． 事業所内保育施設（病院や企業などが主に従業員用に運営する施設） 

10． 認可外の保育施設（「認可保育園ではないが、県へ届出を出している施設） 

11． 居宅訪問型の保育（子どもの家庭に出向いてそこで預かる）  

12． 館山市ファミリー・サポート・センター会員による預かり 

13． その他（                               ）  

宛名のお子さんの平日の幼稚園・保育園・こども園などの利用についておうかがいします。 

※幼児教育・保育無償化について 

現在、国では、「幼児教育・保育の無償化」について2019年10月から実施する予定で下記のような

検討をすすめています。ただし、この内容はあくまでも現段階での国の政策方針であり、詳細は変更

される可能性があります。 

【３～５歳】 ・幼稚園、保育所、認定こども園の利用料を無償化 

・幼稚園の預かり保育の利用料を無償化（上限月11,300円） 

・認可外保育施設等の利用料を無償化（上限月37,000円） 

【０～２歳】 ・住民税非課税世帯に限り、保育所、認定こども園の利用料を無償化 

・住民税非課税世帯に限り、認可外保育施設等の利用料を無償化（上限月42,000円） 
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問6  土日・祝日に、幼稚園・保育園やこども園などの利用希望はありますか（一時的な利用は除

きます）。あてはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する方は時間帯についても数字でご

記入ください。なお利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

（時間は「18時」など24時間表記でご記入ください。） 

 利用意向 利用したい時間帯 

（1）土曜日 

1． 利用する必要はない  

2． ほぼ毎週利用したい 

3． 月に１～２回は利用したい  
（   ）時～（   ）時 

(２)日曜・祝日 

1． 利用する必要はない  

2． ほぼ毎週利用したい 

3． 月に１～２回は利用したい  
（   ）時～（   ）時 

 
 

 
 
 
   
 

問7  お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中の預かり保育などの保育サービス

の利用を希望しますか。あてはまる番号１つに○をつけ、利用を希望する方は時間帯につい

ても数字でご記入ください。なお利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

（時間は「18時」など24時間表記でご記入ください。） 

利用意向 利用したい時間帯 

1． 利用する必要はない  

2． 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

3． 休みの期間中、週に数日利用したい  
（   ）時～（   ）時 

 

お子さんが、幼稚園または１号認定※としてこども園を利用されている方におうかがいします。 

土曜・休日や長期休暇中の幼稚園・保育園・こども園の利用希望についておうかがいします。 

※１号認定としてこども園を利用されている方 

お子さんが３歳以上で、平日9：00～15：00の時間帯でこども園に通園されている方 
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問8  この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで保育園・幼稚園・こども園へ行けなかったこ

とはありますか。 

 
問 8-1 この１年間に、宛名のお子さんが病気やけがで普段利用している教育・保育サービスが利

用できなかった場合に、この１年間に行った対処方法としてあてはまる記号すべてに○を

つけ、それぞれの日数も数字でご記入ください（半日程度の対応の場合も１日とカウントしてく

ださい）。  

１年間の対処方法 日数／年間合計 

1. 父親が休んだ （    ）日 

2. 母親が休んだ  （    ）日 

3. （同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった （    ）日 

4. 父親又は母親のうち就労していない方が子どもをみた （    ）日 

5. 病児・病後児の保育を利用した （    ）日 

6. ベビーシッターを利用した （    ）日 

7. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた （    ）日 

8. その他（              ） （    ）日 

 

 
問 8-2 その際、「できれば病児・病後児のための保育施設等に預けたい」と思われましたか。あ

てはまる番号１つに○をつけ、日数についても数字でご記入ください。なお、病児・病後児

のための事業等の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の受診が必要となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1．あった                 2．なかった   ⇒問9へ 

問8-1で「1.」「2.」のいずれかに○をつけた方におうかがいします。 

1． できれば病児・病後児保育施設等を利用したい ⇒（   ）日  

2． 利用したいとは思わない                         

宛名のお子さんの病気の際の対応についておうかがいします。 

問9へ 
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問9  私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、一時預かりのサービスを利用していますか。あ

てはまる番号すべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよそ）も数字でご記入ください。  

利用している事業 日数／年間合計 

1. 市内の一時預かりサービス 
（聖アンデレ保育園、ほっぷ・すてっぷ・じゃんぷ、館山白百合幼稚園で実施） 

（   ）日 

2. 館山市ファミリー・サポート・センター会員による預かり （   ）日 

3. 市内の幼稚園・こども園の預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち不定期に利用する場合のみ） （   ）日 

4. 夜間養護等事業：トワイライトステイ 
（児童養護施設等で休日・夜間、子どもを保護する事業） 

（   ）日 

5.  市内の「1.」～「4.」以外の保育サービスを利用した 
（夕方・夜間における知人等による有料の一時預かりを含む） 

（   ）日 

6.  市外の一時預かりサービスを利用した （   ）日 

7. その他（                ） （   ）日 

8. 利用していない  
 

問10  私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい一時預かりのサービスを利用す

る必要があると思いますか。利用希望の有無についてあてはまる番号すべてに○をつけ、必

要な日数をご記入ください（利用したい目的別の内訳の日数を枠内に数字でご記入くださ

い）。なお事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

（1）利用したい   日数／年間合計 

 1. 私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ目的  （   ）日 

 2. 冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 等 （   ）日 

 3. 不定期の就労 （   ）日 

 4. その他（                ） （   ）日 

(2)利用する必要はない   

 

問11  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、宛名のお子さ

んを泊りがけで家族以外に預けなければならないことはありましたか（預け先が見つからな

かった場合も含みます）。あった場合は、この１年間の対処方法としてあてはまる番号すべ

てに○をつけ、それぞれの日数も数字でご記入ください。 

 １年間の対処法 日数／年間合計 

（1） 

あった 

1. （同居者を含む）親族・知人にみてもらった  （   ）日 

2. 短期入所生活援助事業（ショートステイ）を利用した  
（児童養護施設等で一定期間、子どもを保護する事業）  

（   ）日 

3. 「2.」以外の保育事業利用した 
（夕方・夜間における知人等による有料の一時預かりを含む） 

（   ）日 

4. 仕方なく子どもを同行させた  （   ）日 

5. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた （   ）日 

6. その他（                 ） （   ）日 

(2) なかった 

  

宛名のお子さんの不定期の教育・保育サービスや宿泊を伴う 

一時預かり等の利用についておうかがいします。 
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問12  お子さんが小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の時間を

どのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望する

週あたり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望する

時間も（ ）内にご記入ください。（時間は「18時」など24時間表記でご記入ください。） 

 

1. 自宅 週に（  ） 日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週に（  ） 日くらい 

3. 習い事（ピアノ教室、スイミングクラブ、学習塾など） 週に（  ） 日くらい 

4. 学童クラブ 
週に（  ） 日くらい 

⇒下校時から（  ） 時まで 

5. 放課後子ども教室 週に（  ） 日くらい 

6. その他（具体的に：            ） 週に（  ） 日くらい 

 

問13  お子さんが小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。あてはまるものを選択し、それぞれ希望す

る週あたり日数を数字でご記入ください。また、「学童クラブ」の場合には、利用を希望す

る時間も（ ）内にご記入ください。（時間は「18時」など24時間表記でご記入ください。） 
 

1. 自宅 週に（  ） 日くらい 

2. 祖父母宅や友人・知人宅 週に（  ） 日くらい 

3. 習い事（ピアノ教室、スイミングクラブ、学習塾など） 週に（  ） 日くらい 

4. 学童クラブ 
週に（  ） 日くらい 

⇒下校時から（  ） 時まで 

5. 放課後子ども教室 週に（  ） 日くらい 

6. その他（具体的に：            ） 週に（  ） 日くらい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

お子さんが小学生になってからの放課後の過ごし方についておうかがいします。 

「学童クラブ」 

共働き家庭などの小学生のお子さんを預かるクラブで、西岬、神余を除く各小学校区で実施。 

「放課後子ども教室」 

放課後や週末に文化芸術活動などを体験する取り組み。保護者の就労の有無に関わらず利用で
き各小学校で実施。 
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問14  現在、「館山市元気な広場」を利用していますか。また、おおよその利用回数（頻度）を( )

内に数字でご記入ください。 

1． 利用している ⇒    １週当たり（  ）回 もしくは １ヶ月当たり（  ）回 程度 

2． 利用していない 

 

問15  「館山市元気な広場」について、今は利用していないが、できれば今後利用したい、あるい

は、利用日数を増やしたいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけて、おおよその利

用回数（頻度）を（ ）内に数字でご記入ください。 

1． 利用していないが利用したい  

     １週当たり（  ）回 もしくは １ヶ月当たり（  ）回 程度 

2． すでに利用しているが利用日数を増やしたい 

     １週当たり（  ）回 もしくは １ヶ月当たり（  ）回 程度 

3． 新たに利用したり、利用日数を増やしたいとは思わない 

 

問16  あなたは、現在、以下の子育て情報の入手先に満足していますか。（それぞれ１つに○） 

 
満足 

している 

まあ 

満足 

している 

やや 

不満 

である 

不満 

である 

利用 

しない 

（1）広報「だん暖たてやま」 1 2 3 4 5 

（2）こども課・保健センター・元気な広場等

が発行するチラシ等 
1 2 3 4 5 

（3）こども課・保健センター・元気な広場等

での相談・交流 
1 2 3 4 5 

（4）こども課・保健センター・元気な広場等

が提供するホームページ等での情報 
1 2 3 4 5 

（5）「ママフレ」等のインターネットの各種

サイト 
1 2 3 4 5 

（6）「母子健康手帳アプリ」等の情報アプリ 1 2 3 4 5 

（7）知人から直接もらうアドバイス 1 2 3 4 5 

 

問17  あなたは、市役所・保健センター・元気な広場等で、今後、どの情報発信を充実すべきと思

いますか。（３つまでに○） 

1. 紙媒体での子育て支援制度等の紹介 

2. インターネットでの子育て支援制度等の紹介 

3. アプリでの子育て支援制度等の紹介 

4. チラシ等紙媒体での子育ての知識・知恵の紹介 

5. インターネットでの子育ての知識・知恵の紹介 

6. アプリでの子育ての知識・知恵の紹介 

7. 紙媒体での子育てサークルや遊び場等の紹介 

8. インターネットでの子育てサークルや遊び場等の紹介 

9. アプリでの子育てサークルや遊び場等の紹介 

10. その他（                      ） 

 

 

 

 

子育て環境についておうかがいします。 
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問18  あなたは、図書館を利用するときに、どのようなサービスを充実させてほしいと思いますか。

（３つまでに○） 

1. キッズタイム（金曜午前に実施） 

2. おはなし会・わらべうたの会などの行事の実施 

3. 子どもの本に関する相談・紹介 

4. 貸出冊数の増加など本の貸出に関すること 

5. 本の量を増やすこと 

6. その他 

（                            ） 

7. 特になし 

 

 

問19  図書館において、子育てや子どもに関するどんな本を充実させてほしいですか。（３つまで

に○） 

1. 読み聞かせの絵本 

2. 子どもや子育てに関する本 

3. 子どもや子育てに関する雑誌 

4. 子どもの病気に関する本 

5. 子どもの食事（離乳食含む）に関する本 

6. 子どもとのコミュニケーションの取り方や遊びの本 

7. 子どものしつけに関する本 

8. 通園準備に関する本 

9. ハンドメイドに関する本 

10. その他（                           ） 

 

 
 
問20  子育てに関する悩みをどのような人・機関に相談していますか。（あてはまるものすべてに○） 

1. 配偶者 

2. 父母・祖父母等の親族 

3. 友人（子育て中の仲間など）や知人 

4. 近所の人 

5. 保育園・幼稚園・こども園 

6. 小学校 

7. 民生委員・児童委員 

8. 医療機関 

9. 市役所 

10. 元気な広場 

11. 保健センター 

12. その他（                ） 

13. 相談すべきことはない 

14. 相談すべき人がいない 
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問21  これまでに、保健師に相談をしたことがありますか。その内容として、あてはまるものすべ

てに○をつけてください。 

1. 妊娠・出産 

2. 子どもの運動 

3. 子どもの食事 

4. 子どもの保育園や幼稚園での生活 

5. 子育ての交流サークル 

6. しつけ 

7. 予防接種 

8. 子どもの病気や健康 

9. 育児の不安や悩み 

10. 歯科検診や歯に関すること 

11. 子どもの生活習慣全般 

12. 発達障害 

13. その他（                    ） 

14. 相談したことがない 

 

 

問22  今後、保健師に相談をするならば、どのようなことを相談したいと思いますか。その内容と

して、あてはまるものすべてに○をつけてください。 

1. 妊娠・出産 

2. 子どもの運動 

3. 子どもの食事 

4. 子どもの保育園や幼稚園での生活 

5. 子育ての交流サークル 

6. しつけ 

7. 予防接種 

8. 子どもの病気や健康 

9. 育児の不安や悩み 

10. 歯科検診や歯に関すること 

11. 子どもの生活習慣全般 

12. 発達障害 

13. その他（                    ） 

14. 特になし 

 

 

問23  幼稚園、保育園、こども園などにどのようなことを望みますか。（３つまでに○） 

1. 一人ひとりの個性に応じた保育を行うこと 

2. 集団で行動できるようになること 

3. 友だちとのびのびと遊ぶこと 

4. 自然体験など多様な体験をすること 

5. 異年齢の子どもやいろいろな人とかかわること 

6. 文字や数などに興味・関心を持たせること 

7. 絵や音楽、運動などに親しみ、上手になること 

8. しつけや生活習慣を身につけること 

9. 好き嫌いなく食べること 

10. 保護者同士が交流すること 

11. 保護者が子育てについて情報交換・相談できるこ

と 

12. その他（                   ） 

13. 特に希望はない 
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問24  館山市は、子育てをしやすいまちだと思いますか。（１つに○） 

1． そう思う 

2． どちらかというとそう思う 

 

3． どちらかというとそう思わない 

4． そうは思わない 

5． わからない 

 

 

 

 

問25  子育てをしやすいまちづくりのために、今後どのようなことが最も重要だと思いますか。 

（３つまでに○） 

1． 母子保健サービス（乳幼児健康診査や予防接種など）の充実 

2． 小児医療体制の充実 

3． 遊び場（公園や児童館など）の整備 

4． 親同士の交流や地域の子育て支援活動への支援 

5． 子育てに関する相談や情報提供の充実 

6． 保育園・幼稚園・こども園の充実 

7． 学童クラブや放課後子ども教室の充実 

8． 小中学生の心身の健やかな成長への支援 

9． 子育てしながら働きやすい職場環境の整備 

10． 家庭内における子育てへの参画（父親の意識啓発など）の促進 

11． 児童虐待対策の推進 

12． 子育てへの経済的支援の充実 

13． 安全・安心に過ごせる道路など公共インフラの整備 

14． 学習支援、こども食堂など地域における子どもの居場所づくりの整備 

15． その他（                               ） 

16． 特に必要なものはない 

 

 

問26  お子さんの安全のために、今後、市ではどのような対策に重点をおくべきだと思いますか。

（あてはまる番号すべてに〇） 

1． 防犯ブザー等の防犯用品の配布などを行うこと 

2． 交通安全用品等の配布を行うこと 

3． 地域の安全マップを作成すること 

4． 犯罪情報の提供を行い、自主防犯を促進すること 

5． 子どもに関わる関係機関・団体同士で情報交換を行うこと 

6． 学校付近や通学路でＰＴＡや地域住民等と学校が連携した安全パトロール活動等を行うこと 

7． 子どもや親に対する防犯講習を行うこと 

8． 子ども１１０番の家等の防犯ボランティア活動を進めること 

9． 被害にあった子どもや親へのカウンセリングなど立ち直りの支援を行うこと 

10． 子どもや親に対するインターネット犯罪に関する啓もう活動を行うこと 

11． その他（                               ） 

12． 特に必要なものはない 
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問27  あなたの世帯では、過去１年間に経済的な理由で、次のような経験をされたことはあります

か。（それぞれ１つに〇） 

 あった なかった 

（1）子どもが希望した習い事に通わすことができなかったことがある 1 2 

（2）子どもが希望した学習塾に通わすことができなかったことがある 1 2 

（3）子どものための服や靴を買えなかったことがある 1 2 

（4）子どもを学校の遠足や旅行へ参加させることができなかったことがある 1 2 

（5）子どもを医療機関に受診させることができなかったことがある 1 2 

（6）電話料金の支払いが滞ったことがある 1 2 

（7）公的な保険料・税金（年金、健康保険、介護保険）の支払いが滞ったことがある 1 2 

（8）家賃、住宅ローンの支払いが滞ったことがある 1 2 

（9）電気代、ガス代、水道代の支払いが滞ったことがある 1 2 

（10）必要な食糧品を買えなかったことがある 1 2 

 

 

問28  館山市の子育て支援についてのご意見、ご提案があれば、お書き下さい。 

【館山市の子育て支援について】 

 

 

 

 

【こんな取り組みがあったらいいというご意見】 

 

 

 

 

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

切手は貼らずに同封の封筒に入れ、ご提出またはご投函ください。 


